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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第142期

第３四半期連結
累計期間

第142期
第３四半期連結
会計期間

第141期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年

12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年

12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

営業収入（千円） 35,396,161 11,340,426 45,859,562

経常利益（千円） 2,512,840 823,193 3,161,100

四半期（当期）純利益（千円） 1,573,707 519,513 1,801,807

純資産額（千円） － 11,383,558 10,524,172

総資産額（千円） － 25,521,574 27,470,275

１株当たり純資産額（円） － 393.41 363.49

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
54.48 17.98 62.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 44.5 38.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,350,894 － 1,786,100

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△586,347 － △782,097

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△812,676 － △1,417,769

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 2,655,798 2,736,889

従業員数（人） － 1,134 1,038

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収入には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容についての重要

な変更、並びに主要な関係会社における異動は、次のとおりであります。

<物流事業>

 １．UTOC (U.S.A.), INC. は、当第３四半期連結会計期間において、清算結了しております。

 　米国における業務については、当社の連結子会社であるUTOC AMERICA, INC. が、引続き事業

　 を行って参ります。

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間における、重要な関係会社の異動は次のとおりです。

　１．当第３四半期連結会計期間において、次の連結子会社が清算結了しております。

名称 住所
資本金

（千アメリカ
ドル）

主要な事業の内容
議決権の所有割合
又は被所有割合

(％)
関係内容

（連結子会社）      

UTOC (U.S.A.),INC.

米国
カリフォルニ
ア州
ロスアンゼル
ス市

350 物流事業 100 米国地区の情報提供
　

　（注）主要な事業の内容欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載しております。

　２．提出会社は、保有する株式会社日野運輸の全株式を平成20年10月１日付で連結子会社である宇徳ロジスティク

ス株式会社に譲渡し、株式会社日野運輸は同日付で宇徳流通サービス株式会社に商号を変更しております。
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４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 1,134　(174)

　（注）従業員は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

　　　を含む）であります。臨時雇用者数（派遣社員を含む）については、当第３四半期連結会計期間の平均人数を

　　　（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 297　(80)

　（注）従業員は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む）であります。

　　　臨時雇用者数（派遣社員を含む）については、当第３四半期会計期間の平均人数を（　）外数で記載しておりま　

　　　す。　　　　　　　　　
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第２【事業の状況】

１【営業の状況】

営業実績

　当第３四半期連結会計期間の営業実績は、次のとおりであります。

(イ）営業収入

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

港湾事業（千円） 4,509,389

物流事業（千円） 4,299,291

プラント事業（千円） 2,421,780

不動産・その他事業（千円） 109,965

計（千円） 11,340,426

　（注）１．セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

３．第１四半期連結会計期間より、「港湾運送事業」を「港湾事業」に名称変更しております。

(ロ）主要顧客別営業状況

相 手 先

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

金　　　額（千円） 割　　　合（％）

㈱商船三井 2,086,785 18.4

(注)上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

　当年度は四半期報告書制度の導入初年度であるため、「(1）業績の状況」において比較、分析に用いた前年同期数値

は、独立監査人による四半期レビューを受けていません。

　　(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間の国際経済は、上期においては中国を中心に概ね順調に推移しましたが、第3四半期に入

り欧米発の金融危機が全世界の実体経済に急速に波及し世界同時不況の様相を呈してまいりました。我が国経済も

輸出が急減速し個人消費も減少に転ずるなど景気の減速傾向が一段と深まってまいりました。　

　このような環境の中、当社ではグループの総力をあげて営業活動を展開した結果、セグメント別の業績は次のとお

りとなりました。

　

　上段：営業収入　下段：営業損益　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （百万円） 

事業の種類別セグメン

トの状況

前第３四半期連結会計期間

（自　平成19年10月1日　

至　平成19年12月31日）

当第３四半期連結会計期間

（自　平成20年10月1日　

至　平成20年12月31日）

増減額 増減率

　港湾事業

　

4,503 4,509 6 0.1％　

480 376 △104 △21.7％　

　物流事業

　

4,336 4,299 △37 △0.9％　

88 161 73 83.0％　

　プラント事業

　

4,057 2,421 △1,636 △40.3％　

413 257 △156 △37.8％　

　不動産その他事業

　

111 109 △2 △18.0％　

22 9 △13 △59.1％　

 

①港湾事業

  主たる営業拠点の京浜港において貿易量が急激に減少し、当社の取扱量への影響も顕著に現れてまいりました。

コンテナの取扱量は堅調に推移し他部門との連携によるプラント貨物等の取り扱いは引き続き順調に推移したも

のの車輌及び建設機械の取扱量が減少いたしました。これらの結果、営業収入は前年同期並みとなりましたが営業

利益は前年同期比減益となりました。

②物流事業

  物流事業におきましても世界同時不況の影響により事業環境は厳しさを増してきております。

大型海上輸送契約を順調に受注し国内輸送は安定的に推移したものの、貨物取扱量が全般的に減少したことによ

り営業収入は前年同期比減となりました。しかしながら営業利益につきましては、前期より取り組んでいる国内外

子会社の再編と合理化等の効果が表れてきました結果、前年同期比増益となりました。

 

③プラント事業

  国内においては電力・石油化学プラント関連工事のほか特殊車輌を活用した橋梁工事等幅広く受注に努め、

海外においてもシンガポール・タイにおいて化学プラント関連工事等を中心に堅調に事業を展開してまいりまし

たが、国内外において事業環境は厳しいものとなっており、前年同期比減収減益の結果となりました。

④不動産・その他事業

  一部テナントの退去等により、若干ながら減収減益となりました。
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所在地別セグメントの業績は、次の通りです。

①日本

　売上高は10,181百万円、営業利益は568百万円でした。

②アジア

　売上高は1,140百万円、営業利益は232百万円でした。

③米国

　売上高は19百万円、営業利益は2百万円でした。

　

（2）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は、第２四半期連結

会計期間末より13百万円増加し、2,655百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は334百万円となりました。これは、税金等調整前四半期純利益797百万円、減価償

却費240百万円及び営業債権の減少額422百万円等に基づく増加に対し、営業債務の減少額554百万円及び法人税

等の支払額605百万等に基づく減少によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は41百万円となりました。これは、有形固定資産の売却による収入469百万円等に

基づく増加に対し、有形固定資産及び投資有価証券の取得による支出506百万円等に基づく減少によるものであ

ります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は272百万円となりました。これは、短期借入金の増加額134百万円に対し、長期借

入金の返済による支出398百万円等に基づく減少によるものであります。

　

　　（3）対処すべき課題

　　　当第３四半期連結会計期間において、当グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

　　（4）研究開発活動

　　　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。

会社名 所在地

事業の種
類別セグ
メントの
名称

設備の内容

投資予定金額

資金調
達方法

着手及び完了予定
年月

完成後
の増加
能力

総額
(百万シンガ
ポールドル)

既支払額
(百万シン
ガポール
ドル)

着手 完了

UTOC ENGINEERING 

PTE LTD.

シンガ

ポール国

シンガ

ポール市

プラント

事業

事務所及

び工場
6.5 5.4

自己資

金及び

借入金

2008年　

８月

2009年　

３月
（注）

　（注）　１.完成後の増加能力については、現時点で算出することが困難であるため、記載は行っておりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 96,000,000

計 96,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）

(平成20年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成21年2月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 29,106,000 29,106,000
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数100株

計 29,106,000 29,106,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数
（株）

発行済株式総
数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成20年10月1日～

平成20年12月31日
－ 29,106,000 － 1,455,300 － 330,659

（５）【大株主の状況】

  大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年9月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　   217,500 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他）  普通株式  28,876,600 288,766 　　　　 同上

単元未満株式  普通株式      11,900 －
１単元（100株）未満の　

　　株式

発行済株式総数 29,106,000 － －

総株主の議決権 － 288,766 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。

　　　また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数20個が含まれております。

 

②【自己株式等】

　 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　株式会社宇徳
神奈川県横浜市中区弁天

通６丁目85番地
217,500 －　 217,500 0.74

計 － 217,500 －　 217,500 0.74

　　　　（注）当第３四半期会計期間において、上記の他、買取請求により自己株式8株を取得しております。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 10　月 11　月 12　月

最高（円） 505 619 641 529 450 386 330 344 317

最低（円） 407 483 500 410 357 292 206 260 287

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,661,327 2,742,402

受取手形及び営業未収金 ※3
 8,516,197

※3
 9,534,490

貯蔵品 9,152 9,838

繰延税金資産 195,119 375,785

その他 569,111 680,416

貸倒引当金 △25,396 △12,058

流動資産合計 11,925,510 13,330,874

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,310,470 5,692,777

機械装置及び運搬具（純額） 842,388 799,666

工具、器具及び備品（純額） 142,513 155,812

土地 2,605,385 2,605,385

リース資産（純額） 171,236 －

建設仮勘定 462,269 289,415

有形固定資産合計 ※1
 9,534,263

※1
 9,543,057

無形固定資産

その他 1,261,835 1,233,747

無形固定資産合計 1,261,835 1,233,747

投資その他の資産

投資有価証券 1,123,513 1,718,050

繰延税金資産 610,965 574,911

その他 1,138,418 1,141,884

貸倒引当金 △72,932 △72,251

投資その他の資産合計 2,799,964 3,362,595

固定資産合計 13,596,064 14,139,400

資産合計 25,521,574 27,470,275
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 4,032,234 5,236,228

短期借入金 1,680,038 2,348,246

1年内返済予定の長期借入金 1,652,210 1,814,710

リース債務 42,069 －

未払法人税等 208,753 673,021

繰延税金負債 1,183 1,428

賞与引当金 290,014 598,819

役員賞与引当金 38,700 51,600

未払費用 245,196 296,749

その他 852,930 907,086

流動負債合計 9,043,330 11,927,891

固定負債

長期借入金 1,852,203 1,605,558

リース債務 139,586 －

繰延税金負債 7,597 153,353

退職給付引当金 2,698,296 2,820,967

役員退職慰労引当金 123,961 132,017

負ののれん 16,326 32,652

その他 256,714 273,662

固定負債合計 5,094,686 5,018,210

負債合計 14,138,016 16,946,102

純資産の部

株主資本

資本金 1,455,300 1,455,300

資本剰余金 330,682 330,659

利益剰余金 9,279,264 7,936,665

自己株式 △33,550 △33,447

株主資本合計 11,031,696 9,689,177

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 370,100 751,690

為替換算調整勘定 △36,782 59,865

評価・換算差額等合計 333,318 811,556

少数株主持分 18,543 23,439

純資産合計 11,383,558 10,524,172

負債純資産合計 25,521,574 27,470,275
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業収入 35,396,161

営業費用 28,468,634

営業総利益 6,927,527

業務費及び一般管理費 ※
 4,459,646

営業利益 2,467,880

営業外収益

受取利息 5,784

受取配当金 34,765

負ののれん償却額 16,326

持分法による投資利益 6,860

消費税等納付免除益 19,400

その他 41,972

営業外収益合計 125,108

営業外費用

支払利息 68,253

その他 11,894

営業外費用合計 80,148

経常利益 2,512,840

特別利益

固定資産売却益 59,176

特別利益合計 59,176

特別損失

固定資産除売却損 795

ゴルフ会員権評価損 12,245

在外子会社清算に伴う為替換算調整勘定取崩額 16,899

退職給付費用 5,915

特別損失合計 35,855

税金等調整前四半期純利益 2,536,161

法人税、住民税及び事業税 704,709

法人税等調整額 257,744

法人税等合計 962,454

四半期純利益 1,573,707
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

営業収入 11,340,426

営業費用 9,033,059

営業総利益 2,307,367

業務費及び一般管理費 ※
 1,503,142

営業利益 804,224

営業外収益

受取利息 1,355

受取配当金 15,199

負ののれん償却額 5,442

持分法による投資利益 4,920

消費税等納付免除益 3,943

その他 18,904

営業外収益合計 49,765

営業外費用

支払利息 21,101

為替差損 9,517

その他 178

営業外費用合計 30,797

経常利益 823,193

特別利益

固定資産売却益 3,732

特別利益合計 3,732

特別損失

固定資産除売却損 156

ゴルフ会員権評価損 12,245

在外子会社清算に伴う為替換算調整勘定取崩額 16,899

退職給付費用 15

特別損失合計 29,317

税金等調整前四半期純利益 797,609

法人税、住民税及び事業税 162,438

法人税等調整額 115,657

法人税等合計 278,095

四半期純利益 519,513
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,536,161

減価償却費 692,606

負ののれん償却額 △16,326

退職給付引当金の増減額（△は減少） △122,670

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △8,055

賞与引当金の増減額（△は減少） △308,804

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △12,900

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14,019

ゴルフ会員権評価損 12,245

在外子会社清算に伴う為替換算調整勘定取崩額 16,899

受取利息及び受取配当金 △40,550

支払利息 68,253

持分法による投資損益（△は益） △6,860

有形固定資産除売却損益（△は益） △58,381

営業債権の増減額（△は増加） 713,168

営業債務の増減額（△は減少） △912,137

未払消費税等の増減額（△は減少） △47,333

その他の資産の増減額（△は増加） △70,869

その他の負債の増減額（△は減少） 117,337

その他 2,353

小計 2,568,156

利息及び配当金の受取額 46,020

利息の支払額 △64,563

法人税等の支払額 △1,198,718

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,350,894

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,012,914

有形固定資産の売却による収入 530,856

投資有価証券の取得による支出 △45,507

定期預金の預入による支出 △5,528

定期預金の払戻による収入 5,512

貸付けによる支出 △63,997

貸付金の回収による収入 43,793

その他の支出 △88,441

その他の収入 49,879

投資活動によるキャッシュ・フロー △586,347
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △653,821

長期借入れによる収入 1,200,000

長期借入金の返済による支出 △1,115,855

リース債務の返済による支出 △12,909

配当金の支払額 △230,010

その他 △79

財務活動によるキャッシュ・フロー △812,676

現金及び現金同等物に係る換算差額 △32,961

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △81,090

現金及び現金同等物の期首残高 2,736,889

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,655,798
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

（1）連結の範囲の変更
　　第１四半期連結会計期間において設立
されたUTOC AMERICA,INC.を連結の
範囲に含めております。また、第１四半
期連結会計期間において、㈱東海商会
は宇徳不動産㈱に吸収合併されており
ます。さらに、第２四半期連結会計期間
において仙台宇徳㈱、当第３四半期連
結会計期間においてUTOC(U.S.A.),INC.
は清算したため、連結の範囲から除外
しております。

（2）変更後の連結子会社の数
　  13社

２．会計処理基準に関する事

項の変更

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法
の変更
　たな卸資産
　　貯蔵品は、従来、先入先出法による原価
法によっておりましたが、第１四半期
連結会計期間より「棚卸資産の評価に
関する会計基準」（企業会計基準第９
号　平成18年７月５日）が適用された
ことに伴い、先入先出法による原価法
（貸借対照表価額については収益性の
低下に基づく簿価切下げの方法）によ
り算定しております。なお、これによる
損益に与える影響はありません。

　 （2）リース取引に関する会計基準の適用
　　所有権移転外ファイナンス・リース取
引については、従来、賃貸借取引に係る
方法に準じた会計処理によっておりま
したが、「リース取引に関する会計基
準」（企業会計基準第13号（平成５年
６月17日（企業会計審議会第一部
会）、平成19年３月30日改正））及び
「リース取引に関する会計基準の適用
指針」（企業会計基準適用指針第16号
（平成６年１月18日（日本公認会計士
協会　会計制度委員会）、平成19年３月
30日改正））が平成20年４月１日以後
開始する連結会計年度に係る四半期連
結財務諸表から適用することができる
ことになったことに伴い、第１四半期
連結会計期間からこれらの会計基準等
を適用し、通常の売買取引に係る会計
処理によっております。また、所有権移
転外ファイナンス・リース取引に係る
リース資産の減価償却の方法について
は、リース期間を耐用年数とし、残存価
額を零とする定額法を採用しておりま
す。なお、これによる損益に与える影響
はありません。
　　平成20年３月31日以前に開始したリー
ス取引については、引き続き通常の賃
貸借取引に係る方法に準じた会計処理
を適用しております。
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当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

　 （3）「連結財務諸表作成における在外子
会社の会計処理に関する当面の取扱
い」の適用

　　第１四半期連結会計期間より、「連結
財務諸表作成における在外子会社の会
計処理に関する当面の取扱い」（実務
対応報告第18号　平成18年５月17日）
を適用し、連結決算上必要な修正を
行っております。なお、これによる損益
に与える影響はありません。

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．法人税等並びに繰延税金

資産及び繰延税金負債の算

定方法

　　法人税等の納付税額の算定に関して
は、加味する加減算項目や税額控除項
目を重要なものに限定する方法によっ
ております。
　繰延税金資産の回収可能性に関して
は、前連結会計年度末の検討において
使用した将来の業績予測やタックス・
プランニングに、前連結会計年度末か
らの重要な一時差異の変動を加味した
ものを使用する方法によっておりま
す。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

当社及び国内連結子会社の機械装置の耐用年数につい

ては、第１四半期連結会計期間より、法人税法の改正を契

機として見直しを行い、一部の資産について改正後の法

人税法に基づく耐用年数に変更しております。なお、これ

による損益に与える影響は軽微であります。セグメント

に与える影響は、当該箇所に記載しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、19,918,967千円

であります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、19,537,081千円

であります。

　２．保証債務

次の会社の金融機関借入金について保証をしてお

ります。

㈱ワールド流通センター 916,600千円

　㈱ワールド流通センターに対する保証債務金額

は、当社負担金額を記載しており、他社負担額を含

めた連帯保証債務総額は、19,640,400千円でありま

す。

　２．保証債務

次の会社の金融機関借入金について保証をしてお

ります。

㈱ワールド流通センター 997,000千円

　㈱ワールド流通センターに対する保証債務金額

は、当社負担金額を記載しており、他社負担額を含

めた連帯保証債務総額は、21,365,700千円でありま

す。

※３．期末日満期手形

  期末日満期手形の会計処理は、手形交換日をもって

決済処理しております。なお、当事業年度の末日は金

融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が期

末残高に含まれております。

受取手形 16,099千円　

　

※３　　　　　　　　──────

　　　　　　

　

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　業務費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額　は

次のとおりであります。

給料 2,052,277 千円

賞与引当金繰入額 201,775 千円

役員賞与引当金繰入額 38,700 千円

退職給付費用 138,499 千円

役員退職慰労引当金繰入額 36,169 千円

減価償却費 61,933 千円

貸倒引当金繰入額 14,334 千円

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※　業務費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額　は

次のとおりであります。

給料 593,980 千円

賞与引当金繰入額 201,775 千円

役員賞与引当金繰入額 12,900 千円

退職給付費用 47,325 千円

役員退職慰労引当金繰入額 10,155 千円

減価償却費 20,561 千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）
 （千円）

現金及び預金勘定 2,661,327

預入期間が３か月を超える定期預金 △5,528

現金及び現金同等物 2,655,798

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年
12月31日）
　１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 29,106千株
　２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 217千株
　３．配当に関する事項

 配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月26日
定時株主総会

普通株式 231,108 8.0  平成20年３月31日  平成20年６月27日
利益剰余

金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

　
港湾事業

(千円)
物流事業

(千円)
プラント事業

(千円)

不動産・その
他事業

(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

営業収入        

(1）外部顧客に対する営業
収入

4,509,389 4,299,291 2,421,780 109,965 11,340,426 - 11,340,426

(2）セグメント間の内部営
業収入又は振替高

194,583 176,723 43,989 77,126 492,423 (492,423) -

計 4,703,972 4,476,015 2,465,770 187,092 11,832,850 (492,423) 11,340,426

営業利益 376,125 161,507 257,059 9,532 804,224 - 804,224

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　
港湾事業

(千円)
物流事業

(千円)
プラント事業

(千円)

不動産・その
他事業

(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

営業収入        

(1）外部顧客に対する営業
収入

13,876,640 13,004,711 8,176,453 338,356 35,396,161 - 35,396,161

(2）セグメント間の内部営
業収入又は振替高

678,126 469,154 110,762 104,400 1,362,443 (1,362,443) -

計 14,554,766 13,473,865 8,287,216 442,757 36,758,605 (1,362,443) 35,396,161

営業利益 1,517,900 468,563 438,296 43,119 2,467,880 - 2,467,880

　（注）１．事業区分の方法：事業区分は連結会社の事業活動における業務の種類・性質及び役務の提供方法の類似性を

勘案し、区分しております。

２．各事業区分に属する主要な内容

港湾事業　　　　　：港湾荷役作業、ターミナル作業、港湾関連作業

物流事業　　　　　：物流貨物の輸送及び取扱業、貨物保管荷捌及び取扱業

プラント事業　　　：大型機械等の輸送据付、保繕作業、構内作業

不動産・その他事業：不動産賃貸業及びその他事業

３．第１四半期連結会計期間より、「港湾運送事業」を「港湾事業」に名称変更しております。

４．追加情報

　当社及び国内連結子会社の機械装置の耐用年数については、第１四半期連結会計期間より、法人税法の改正

を契機として見直しを行い、一部の資産について改正後の法人税法に基づく耐用年数に変更しております。

なお、これによるセグメント情報に与える影響は軽微であります。
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【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

米国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

営業収入 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する営業収入 10,181,041 1,140,105 19,280 11,340,426 - 11,340,426

(2）セグメント間の内部営業収入又は

振替高
32,958 3,127 11,759 47,844 (47,844) -

計 10,213,999 1,143,232 31,039 11,388,270 (47,844) 11,340,426

営業利益 568,953 232,298 2,972 804,224 - 804,224

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

米国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

営業収入       

(1）外部顧客に対する営業収入 31,007,951 3,969,618 418,591 35,396,161 - 35,396,161

(2）セグメント間の内部営業収入又は

振替高
69,856 13,846 53,471 137,173 (137,173) -

計 31,077,807 3,983,464 472,062 35,533,334 (137,173) 35,396,161

営業利益 2,174,448 282,692 10,739 2,467,880 - 2,467,880

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度によって区分しております。

　　　　２．「アジア」に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

　アジア　　　　……　シンガポール、タイ、マレーシア

　　　　３．追加情報

　当社及び国内連結子会社の機械装置の耐用年数については、第１四半期連結会計期間より、法人税法の改

正を契機として見直しを行い、一部の資産について改正後の法人税法に基づく耐用年数に変更しておりま

す。なお、これによるセグメント情報に与える影響は軽微であります。
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【海外売上高】

　当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 アジア 米国 計

Ⅰ　海外営業収入　（千円） 1,140,105 143,669 1,283,774

Ⅱ　連結営業収入　（千円） - - 11,340,426

Ⅲ　連結営業収入に占める海外営業収入の割
合　（％）

10.1 1.3　 11.3　

　当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 アジア 米国 計

Ⅰ　海外営業収入　（千円） 3,969,618 640,046 4,609,665

Ⅱ　連結営業収入　（千円） - - 35,396,161

Ⅲ　連結営業収入に占める海外営業収入の割
合　（％）

11.2　 1.8 13.0　

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度によって区分しております。

　　　　２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

　アジア　……　シンガポール、タイ、マレーシア

　米国　　……　米国

　　　　３．海外営業収入は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における営業収入であります。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 393.41 円 １株当たり純資産額 363.49 円

２．１株当たり四半期純利益金額

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額      54.48円      17.98円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額

　なお、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額については、潜在

株式が存在しないため記載してお

りません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額については、潜在

株式が存在しないため記載してお

りません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 1,573,707 519,513

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 1,573,707 519,513

期中平均株式数（千株） 28,888 28,888

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成 21年 2月 13日

株式会社宇徳

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 浜村　和則　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 秋山　茂盛　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社宇徳の平成

20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月

31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社宇徳及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同日を

もって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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